
「地域包括ケア進研修会」
～地域包括ケアって何？～　を開催しました

高齢者福祉課　☎４７－１２８１

豊穣神楽米で神楽振興

●
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
研
修
会
を

終
え
て

 

9
月
26
日
（
土
）
廿
日
市
市
社
会
福

祉
協
議
会
会
長 

蛯え
び
え江 

紀の
り
お雄
さ
ん
に

よ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
っ
て
何
？
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
等
に
よ
る
研

修
会
を
、
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
に

お
い
て
開
催
し
、
３
１
３
人
の
方
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、「
認
知
症
予
防
教

室
に
取
り
組
ん
だ
地
域
づ
く
り
を
始

め
て
」
と
題
し
た
、
向
原
町
坂
上
地

域 

山
本 

み
ゆ
き
さ
ん
か
ら
の
発
表

が
あ
り
、
地
域
の
繋
が
り
が
薄
れ
つ

つ
あ
る
中
、
認
知
症
高
齢
者
を
支
え

る
地
域
で
の
体
制
を
作
る
た
め
、
認

知
症
予
防
教
室
を
地
域
づ
く
り
と
し

て
取
り
組
み
始
め
た
動
機
に
つ
い
て

や
、
教
室
の
様
子
に
つ
い
て
語
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
安
芸
高
田
市
が
目
指
す

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
」
と

題
し
た
、
高
齢
者
福
祉
課
に
よ
る
発

表
を
行
な
い
、「
た
と
え
介
護
が
必

要
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
だ
け
自
宅

で
暮
ら
し
続
け
た
い
」
と
の
思
い
を

実
現
す
る
た
め
、
今
後
、
医
療
・
介

護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
が
日
常
生
活
の
場
で
一
体
的
に

提
供
で
き
る
地
域
づ
く
り
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
推
進
し
て
い

く
旨
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
は
、
神
楽
を

応
援
す
る
米
「
豊ほ
う
じ
ょ
う
か
ぐ
ら
ま
い

穣
神
楽
米
」
の
発

売
を
新
た
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　「
豊
穣
神
楽
米
」
は
、
神
楽
の
Ｐ

Ｒ
や
振
興
に
役
立
て
る
た
め
、
豊
か

な
自
然
を
有
す
る
安
芸
高
田
市
と
北

広
島
町
（
Ｊ
Ａ
広
島
北
部
管
内
）
で

収
穫
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
神
楽
の
デ

ザ
イ
ン
の
袋
に
詰
め
た
も
の
で
、
Ｊ

Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
と
Ｊ
Ａ
広
島
北
部

が
協
力
し
て
商
品
化
を
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
神
楽
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト

や
非
売
品
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
本
取
組

み
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
売
上

の
一
部
は
関
係
協
議
会
を
通
じ
て
産

地
の
「
神
楽
」
の
更
な
る
振
興
に
役

立
て
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
10
月
28
日
（
水
）
に
は
、
市
役
所

で
贈
呈
式
が
開
か
れ
、
Ｊ
Ａ
全
農
ひ

ろ
し
ま
の
水み
ず
な
が永 

祐ゆ
う
じ治
本
部
長
よ
り
、

「
本
商
品
の
販
売
を
通
じ
て
、
神
楽

や
産
地
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
浜
田

市
長
に
商
品
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
考
小
売
価
格
は
、
５
ｋｇ
で
２
，

４
６
０
円
（
税
込
）。
今
後
、
県
内

の
Ｊ
Ａ
、
米
穀
店
、
量
販
店
に
て
販

売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

★
販
売
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
、
ま
た
は

Ｊ
Ａ
広
島
北
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
講
演
要
約
）

　
蛯
江
さ
ん
か
ら
は
、
戦
後
の
社

会
福
祉
制
度
の
変
遷
か
ら
、
な
ぜ

地
域
包
括
ケ
ア
が
必
要
な
の
か
分

か
り
や
す
く
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
の
た
め
に
、
住
民
と
専
門
職
と
の

連
携
を
強
化
す
る
こ
と
や
、
こ
の
体

制
づ
く
り
は
住
民
一
人
一
人
が
自

分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、
ま
た
地
域

全
体
で
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
の
話
が
あ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア

の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り（

回
収
２
６
１
人
）

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
理
解

に
つ
い
て
（
深
ま
っ
た
・
や
や
深
ま
っ

た
）
が
、 

78
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

「
地
域
で
の
支
え
合
い
を
、
今
か
ら

地
域
づ
く
り
と
し
て
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
っ
と
若

い
世
代
の
方
に
も
知
っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
と
思
う
」。「
自
分
が
ど
う

生
き
た
い
か
を
決
め
て
、
家
族
と
話

を
し
て
お
き
た
い
と
思
う
」。「
良
い

取
り
組
み
で
あ
る
が
、
実
施
に
は
み

ん
な
の
協
力
が
必
要
だ
と
思
う
」。

　
な
ど
多
く
の
意
見
や
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
10
年
後
、
ど
ん
な
生

活
を
望
む
か
、
自
分
自
身
に
問
い
か

け
な
が
ら
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
推
進
に
向
け
て
、
み
ん
な
で
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（写真右）
「豊穣神楽米」

5㎏ 2,460 円（税込）

（写真左）「豊穣神楽
米」を手にする浜田
市長（右）と水永本
部長（左）
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後期高齢者医療制度「高額介護合算療養費」の申請受付

保健医療課　☎４２－５６１９

　
１
年
間
の
、
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
両
方
の
自
己
負
担
額
を
合
算
し

て
次
表
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
場
合
、
そ
の
超
え
た
額
が
「
高
額

介
護
合
算
療
養
費
」
と
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

●
合
算
す
る
期
間
（
計
算
期
間
）

　
毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31

日
ま
で

●
合
算
で
き
る
範
囲

　
同
一
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
加
入
者
に
係
る
自
己
負
担
額

※
但
し
、
高
額
療
養
費
等
の
支
給
該

当
額
を
除
き
ま
す
。

●
申
請
手
続
き

　
計
算
期
間
中
に
医
療
保
険
と
介
護

保
険
の
両
方
で
異
動
が
な
く
、
支
給

の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
広
島
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
申
請

案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　
同
封
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
安
芸
高
田
市
保
健
医
療
課

ま
た
は
各
支
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　
い
ず
れ
か
の
保
険
で
異
動
の
あ
っ

た
方
な
ど
に
は
、
申
請
案
内
を
送
付

で
き
ま
せ
ん
。
お
手
数
で
す
が
、
領

収
書
等
で
支
給
対
象
と
な
る
か
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
保
健
医
療
課
ま
た

は
各
支
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
己
負
担
限
度
額
（
左
表
参
照
）

の
区
分
は
、
毎
年
７
月
31
日
現
在
の

医
療
保
険
を
適
用
し
ま
す
。

※
算
定
し
た
支
給
額
は
、
医
療
保
険

と
介
護
保
険
で
按
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
保
険
か
ら
被
保
険
者
に
支
給
し
ま

す
。

※
支
給
さ
れ
な
い
場
合

・
医
療
保
険
ま
た
は
介
護
保
険
の
ど

ち
ら
か
の
自
己
負
担
額
が
０
円
の
場

合・
支
給
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に

市
町
村
の
助
成
に
よ
り

・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
）

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
受
け
た
方
へ

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
何
ら
か
の
症

状
が
生
じ
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た

方
は
、
接
種
と
の
関
連
性
が
認
定
さ

れ
る
と
、
医
療
費
・
医
療
手
当
が
支

給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
支
給

対
象
と
な
る
の
は
、
請
求
し
た
日
か

ら
遡
っ
て
5
年
以
内
に
受
け
た
医
療

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
心
当

た
り
の
あ
る
方
は
、
具
体
的
な
請
求

方
法
等
に
つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人

医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
の
救
済

制
度
相
談
窓
口
に
至
急
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

子宮頸がん等ワクチン医薬品副作用救済制度請求期限
保健医療課　☎４２－５６３３

区　　分
自己負担限度額
（年額・世帯単位）

後期高齢者医療＋介護保険

市民税
課税世帯

現役並み所得者 67万円

一般 56 万円

市民税
非課税世帯

低所得者Ⅱ 31万円

低所得者Ⅰ 19万円

【相談窓口】

独立行政法人医薬品医療機器総合機構　救済制度相談窓口

☎ 0120-149-931（フリーダイヤル）

※ IP 電話等の方でフリーダイヤルがご利用になれない場合は、

☎ 03-3506-9411（有料）をご利用ください。

<受付時間>

月曜日から金曜日　（祝日・年末年始を除く）

午前 9時から午後 5時

自己負担限度額（年額）

～子宮頸がん予防ワクチン～

　現在、厚生労働省の勧告に
基づき、平成 25年 6月 14 日
から子宮頸がん予防ワクチン
の積極的な勧奨を差し控えて
います。対象者のうち接種を
希望される方は定期接種とし
て接種することはできますが、
ワクチン接種の有効性及び安
全性等について十分理解した
上で受けてください。
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